
別
表
第
二
十
三
号
の
表
中「

設
備
規
則
第
4
9条
の
1
5の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備
Ｄ
Ａ
Ｐ

Ｔ
」を「

設
備
規
則
第
4
9条
の
1
5第
１
項
に
規
定
す
る
陸
上
移
動
局
の
無
線
設
備

Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｔ

」に
改
め
る
。

第
２
の
第
２
表
中

「
8
2
0
`
8
3
0

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

8
3
0
`
8
3
1•
5

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
、

空
港
無
線
電
話
用
）

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

電
気
通
信
業
務
用
（
空
港
無
線
電
話
用
）
の
無
線

局
に
よ
る
こ
の
周
波
数
帯
の
使
用
は
、

8
8
5
`

8
8
6•
5
M
H
z帯
と
対
の
二
周
波
方
式
と
し
、
平
成

2
2年
５
月
3
1日
ま
で
に
限
る
。

を

8
3
1•
5
`
8
3
2

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

」
「

8
2
0
`
8
3
2

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

」

に
、

「
8
8
5
`
8
8
6•
5

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
、

空
港
無
線
電
話
用
）

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

電
気
通
信
業
務
用
（
空
港
無
線
電
話
用
）
の
無
線

局
に
よ
る
こ
の
周
波
数
帯
の
使
用
は
、

8
3
0
`

8
3
1•
5
M
H
z帯
と
対
の
二
周
波
方
式
と
し
、
平
成

2
2年
５
月
3
1日
ま
で
に
限
る
。

を

8
8
6•
5
`
8
9
3

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

Ｊ
7
4Ａ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

」
「

8
8
5
`
8
9
3

Ｊ
5
8

移
動
Ｊ
5
8Ｃ

電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
電
気
通
信
業
務
用
（
携
帯
無
線
通
信
用
）
へ
の
割

当
て
は
、
別
表
1
0
`
２
に
よ
る
。

」

に

改
め
る
。

別
表
第
二
号
線
路
設
備
及
び
設
備
管
理
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

線
路
設
備
及

び
設
備
管
理

線
路
設
備

線
路
設
備
の
概
要

通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
概
要

百
二
十
五
時
間
以
上

通
信
土
木
設
備
の
概
要

イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
技
術
の
概
要

線
路
設
備
の
設

備
管
理

通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
維
持
及
び
運
用

百
五
十
時
間
以
上

通
信
土
木
設
備
の
維
持
及
び
運
用

水
底
線
路
の
維
持
及
び
運
用

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

管
理

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
概
要

二
十
五
時
間
以
上

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

平成™˜年�月š—日 火曜日 (号外第˜šŸ号)官 報
〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
周
波
数
割
当
計
画
（
平

成
二
十
年
総
務
省
告
示
第
七
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号

電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
七
条
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

和
六
十
年
郵
政
省
告
示
第
二
百
三
十
二
号
（
電
気
通
信
主
任
技
術
者
養
成
課
程
の
実
施
要
目
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

本
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

面
接
等
授
業
の
場
合

１

毎
日
授
業
（
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
第
二
十
七
条
第
六
号
に
規
定
す
る
授
業
科
目
の
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）を
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
又
は
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
及
び
総
務
大
臣
が
他
の
授
業
の
方
法
に

よ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

２

一
日
の
授
業
時
間
は
、
三
時
間
以
上
六
時
間
以
内
の
時
間
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
他
の
授
業
時

間
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
授
業
時
間
に
よ
る
こ
と
。

３

授
業
の
時
間
割
は
、
標
準
と
し
て
、
授
業
時
間
の
単
位
を
六
十
分
又
は
九
十
分
の
時
間
と
し
、
か
つ
、
一
日
の

一
の
授
業
と
次
の
授
業
と
の
間
に
適
切
な
休
憩
時
間
を
と
る
こ
と
。

４

授
業
科
目
別
の
授
業
要
領
は
、
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
第
九
条
に
規
定
す
る
試
験
科
目
の
国
家
試
験
に
合

格
す
る
に
十
分
な
知
識
及
び
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
第
三
章
に
規
定
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
別
表
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

二

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
行
う
授
業
の
場
合

１

授
業
科
目
別
に
講
師
を
配
置
し
、
設
問
解
答
、
添
削
指
導
、
質
疑
応
答
等
に
よ
る
指
導
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２

授
業
科
目
別
に
受
講
者
の
修
得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
中
間
試
験
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

受
講
者
の
学
習
履
歴
や
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
管
理
し
、
進
ち
ょ
く
状
況
が
良
好
で
な
い
受
講
者
に
対
し
て
指

導
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

４

受
講
者
に
よ
る
授
業
に
利
用
す
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
接
続
が
集
中
し
た
場
合
に
お
い
て
も
学
習
活
動
に
支
障
を
来

す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
当
該
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
状
況
を
管
理
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

５

授
業
科
目
別
の
授
業
要
領
は
、
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
（
授
業
時
間
数
を
除
く
。）。

別
表
第
一
号
伝
送
交
換
設
備
及
び
設
備
管
理
の
項
中
「
伝
送
交
換
設
備
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
」を「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

管
理
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号

工
事
担
任
者
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
六
十
年

郵
政
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号
（
工
事
担
任
者
規
則
第
二
十
五
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
く
養
成
課
程
の
実
施
要
目
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日

総
務
大
臣

佐
藤

勉

本
則
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

面
接
授
業
の
場
合

１

毎
日
授
業
（
工
事
担
任
者
規
則
第
二
十
五
条
第
五
号
に
規
定
す
る
授
業
科
目
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を

行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
又
は
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八

号
）
に
規
定
す
る
休
日
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
こ
と
及
び
総
務
大
臣
が
他
の
授
業
方
法
に
よ
る
こ
と
が

適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。

２

一
日
の
授
業
時
間
は
、
三
時
間
以
上
六
時
間
以
内
の
時
間
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
他
の
授
業
時

間
に
よ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
授
業
時
間
に
よ
る
こ
と
。

３

授
業
の
時
間
割
は
、
標
準
と
し
て
、
授
業
時
間
の
単
位
を
六
十
分
又
は
九
十
分
の
時
間
と
し
、
か
つ
、
一
日
の

一
の
授
業
と
次
の
授
業
と
の
間
に
適
切
な
休
憩
時
間
を
と
る
こ
と
。

４

授
業
科
目
別
の
授
業
要
領
は
、
工
事
担
任
者
規
則
第
七
条
に
規
定
す
る
試
験
科
目
の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
に

十
分
な
知
識
及
び
技
能
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
別
表
第
一
号
か
ら
別
表
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
る
こ
と
。
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